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ラウンドアバウトの体験走行を実施します
～山陰道　朝

あさ

山
やま

インターチェンジ（仮称）に日本初のダブルラウンドアバウトを導入～

　山陰道朝山
あさやま

インターチェンジ（仮称）に平成29年度導入予定のラウンドアバウトについて、円滑かつ

安全に利用していただくために、地域の方を対象に体験走行を以下のとおり実施します。

［ラウンドアバウト導入箇所］
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しまね

大田市
おおだ

朝山町
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朝倉
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［体験走行］

　日　時：11月18日（土）　（予備日：12月2日（土））　※時間等詳細は別紙-①参照

　場　所 ：大田運動公園多目的広場

　募集人数：大田市（朝山地区、富山地区、波根地区、久手地区）にお住まいの方等　約40名

〈報道の皆様へ〉
当日取材をご希望の方は、11月16日（木）15時までに下記問い合わせ先の広報担当までご
連絡ください。延期の場合は、ご連絡します。（体験走行も可能です。）

お 知 ら せ

※松江国道事務所では、twitter（ツイッター）による道路情報発信を行っています。

ツイッター：http://twitter.com/road_matsue

QRコード

至富山

至出雲市

至浜田市

至国道９号

イメージ図

資料提供先：島根県政記者会



体験走行について

◆目的

朝山IC（仮称）の利用頻度が高いと想定される地域住民（大田市朝山地区、富山地区、波根地区、
久手地区）を対象に、実際の朝山IC（仮称）の構造を再現した模擬コースを設置し、ラウンドアバウトの
交通ルール、案内標識、路面標示等の理解、周知を目的とする。

◆概要

○日程
平成29年11月18日（土）10:00～16:00 （予備日）平成29年12月2日（土）10:00～16:00
体験走行を希望される人に、下表時間帯のうち1つを選んで頂き、体験走行をして頂きます。

○場所
大田運動公園多目的広場（大田市鳥井町鳥井1284番地）

受付時間 事前説明＋体験走行実施時間帯

①  9:30～ 10:00～11:00 
② 10:30～ 11:00～12:00 
③ 12:30～ 13:00～14:00 
④ 13:30～ 14:00～15:00 
⑤ 14:30～ 15:00～16:00 

拡大図

大田運動公園多目的広場

出典：国土地理院 地理院地図

○過去の体験走行の様子（Ｈ２７）
○体験走行コースレイアウト図
▼大田運動公園多目的広場（イメージ図）
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凡例
国道9号からのルート

▼体験走行状況（島根県免許センター）



ラウンドアバウトの概要

◆場所

◆朝山インターチェンジ（仮称）ラウンドアバウトイメージ

至出雲市

至浜田市至富山

ONﾗﾝﾌﾟ ： 県道から山陰道本線へ流入する連絡路
OFFﾗﾝﾌﾟ： 山陰道本線から県道へ流出する連絡路 至国道９号

ラウンドアバウト（環状交差点）の通行方法

◆環状交差点とは

○ 環状交差点とは、平成26年9月の道路交通法改正
で適用された交差点です。

○ 車両通行部分が環状で道路標識により、車両は「右
回り（時計回り）」に通行することが指定されていま
す。

◆通行時の原則

・環道内は右回り。左回り禁止です。

・入るときは徐行しましょう。

・自転車の場合も同様です。

・環道内を走行している車両が優先です。

・環道内での駐車・停車は禁止です。

・自転車の場合も同様です。

・左折の合図は出ようとする地点の直

前の出口の側方を通過したときです。

①右回り（時計回り）通行 ③出るときに合図②環道優先
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●構造の工夫で逆走防止に有効です

山陰道本線

◆安全対策

朝山インターチェンジ(仮称)での導入効果

◆逆走対策

●

右折標示

至出雲市

至浜田市

間違えて手前で
右折し逆走が懸念

●
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衝突機会：２４箇所 衝突機会：６箇所

凡例

衝突機会

●

通常交差点の場合 ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの場合

交差点内を直進しにくくなり、速度低下

ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの場合通常交差点の場合

交差点内を直進するため、速度高い

衝突機会が１／４に

●交差点内の衝突リスクが大幅に低下します

●速度が抑制され重大事故減少につながります

■流入速度低下事例（滋賀県守山市立田町）

【拡大部】

車両の進行方向：

移動距離(m)

(導入後の流入部停止線)↓ ↓(導入後の環道流出位置)
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逆走しにくい構造

A→B方向の速度変化
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右折する必要


